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藤沢市民によるエネルギー地産地消への期待一声

平成26年度に藤沢市は「藤沢市のエネルギーの地産地消推進計画」を策定している。私は検

討委員会の委員である。集合住宅や公共施設等での太陽光発電100箇所設置増の他、「市民主体

エネルギー組合」の結成への市の支援が重点プロジェクトとして明記されている。2016年に電力

全面自由化され、家庭レベルで市民が電力を選べる時代が到来する。市民主体での電力供給選択

肢の構築は急務でもある。

私は、福島第一原発事故による放射能被災地の飯舘村民の支援活動をしているが、村民達の生

活再建の途は拓けないままである。村民の半数近くによるADR集団提訴団も組織され、東電の全

面的償い、生活・コミュニティ再建に向け村民一体の活動がおきている。原発は早急に全面廃止

し、脱原発によるエネルギー市民生活を市民主体で展開していくことが求められている中で、藤

沢市が全国にいち早く、市民参加のエネルギー地産地消施策の推進を打ち出したことは画期的で

ある。

全国的には、売電目的での市民発電所が多く造られつつあるが、エネルギーの地産地消を目的

とした、完結型の市民発電所づくりは斬新である。新電力、発送電分離、電力価格制度等、電力

全面自由化、電力エネルギーの市民権確立のため

にはまだまだ多くの課題はあるが、藤沢市民エネ

ルギー組合の結成はその解決の一つとなる。

藤沢市は海、川、都市、里、緑地、そして、富

士山眺望のできる風光明妬で、太陽の恵み豊かな

湘南の地の利を生かしたい。農業漁業等の一次産

業と消費者がつながり、食の地産地消の確立と合

わせて、太陽熱、バイオマス等の資源も活用した

エネルギーの地産地消のモデル地として市民が一

丸となって活動していくことを期待したい。大学

も教育・研究、そして、大きなエネルギー消費者

として協力していきたい。

糸長浩司（日本大学生物資源科学部教授） ﾄビ片瀕漁港で撮影宮地氏提供
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